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さんの論述は示唆にとんでいます (カオスの意義 :日本物理学会誌 40(1985)99)
力学系がカオスになって十分に発達すると熱力学系になります｡力学系では例えばニュー ト
ンの方程式や量子力学の方程式が成 り立ちますが,カオスの熱力学系では別の法則が成立しま
す｡熱力学の状態方程式や,ナビェ ･ス トー クスの方程式です｡ナビェ ･ス トー クスの方程式
は,再び決定論的な式ですが,このカオス状態が外でもなく乱流です｡ここで実は翌日にあっ
た森さんの話を借用して議論をつづけさせて頂きますと,この乱流が十分発達した後を記述す
る方程式は再びナビエ ･ス トー クス型のものであるでしょう｡しかしそこに入って来る粘性は
渦の相互作用による渦粘性です｡冬,シベリア地方から吹く風 (これは乱流状態です)によっ
て斉洲島の下流に出来るカルマン渦はこの超ナビェ ･ス トー クス方程式による超カルマン渦で
ある筈です｡(渦粘性を渦の相互作用から- 分子間の相互作用から流体の粘性を出そうとす
る非平衡統計力学と類似して- 導くことは面白い問題です )｡乱流では偶々超ナビェ ･スト























せんoLかしはじめにのべたように,線形応答理論では xsの代 りに xis｡が出て来るのは,こ
のためではないかと考えています｡御教示をえられれば幸です｡
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